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(57)【要約】
【課題】マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を
行なう場合における、オーディオ信号の再生音の音質を
向上させることを可能とするオーディオ信号処理装置等
を提供する。
【解決手段】センターチャネルのオーディオ信号と、他
のチャネルのオーディオ信号とが類似しているか否かが
判定される（Ｓ１１２）。類似していないと判定された
場合（Ｓ１１４でＹＥＳ）、センターチャネルのオーデ
ィオ信号に対し音量制御処理Ａが行なわれる（Ｓ１１５
）。音量制御処理Ａにより音量が制御された第１制御済
オーディオ信号が出力される。類似していると判定され
た場合（Ｓ１１４でＮＯ）、１以上の他のチャネルのオ
ーディオ信号とセンターチャネルのオーディオ信号とに
対し音量制御処理ＢＮが行なわれ（Ｓ１１６Ｎ）、音量
制御処理ＢＮにより音量が制御された全ての第２制御済
オーディオ信号が出力される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を行なうオーディオ信号処理装置であって
、
　前記オーディオ信号処理装置は、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号を取得する信号取得手段と、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号と、前記
マルチチャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルのオーディオ信号以外のオーデ
ィオ信号である特定外チャネルオーディオ信号とが類似しているか否かを判定する類似判
定手段と、
　　オーディオ信号に対し、音量を制御するための第１の音量制御を行ない、前記第１の
音量制御が行なわれたオーディオ信号である第１制御済オーディオ信号を出力する第１の
音量制御手段と、
　　オーディオ信号に対し、音量を制御するための第２の音量制御を行ない、前記第２の
音量制御が行なわれたオーディオ信号である第２制御済オーディオ信号を出力する第２の
音量制御手段とを備え、
　前記第１の音量制御手段は、前記類似判定手段により類似していないと判定された場合
、前記特定チャネルのオーディオ信号に対し前記第１の音量制御を行ない、前記第１の音
量制御により音量が制御された前記第１制御済オーディオ信号を出力し、
　前記第２の音量制御手段は、前記類似判定手段により類似していないと判定された場合
、１以上の前記特定外チャネルオーディオ信号に対し前記第２の音量制御を行ない、前記
第２の音量制御により音量が制御された全ての前記第２制御済オーディオ信号を出力し、
前記類似判定手段により類似していると判定された場合、前記１以上の特定外チャネルオ
ーディオ信号と前記特定チャネルのオーディオ信号とに対し前記第２の音量制御を行ない
、前記第２の音量制御により音量が制御された全ての前記第２制御済オーディオ信号を出
力する、
　オーディオ信号処理装置。
【請求項２】
　前記マルチチャネルのオーディオ信号は、センターチャネル、レフトチャネルおよびラ
イトチャネルのオーディオ信号を含み、
　前記類似判定手段は、前記センターチャネルのオーディオ信号と前記レフトチャネルの
オーディオ信号との類似度を示す第１相互相関値を算出し、かつ、前記センターチャネル
のオーディオ信号と前記ライトチャネルのオーディオ信号との類似度を示す第２相互相関
値を算出し、前記第１相互相関値に基づいて、前記センターチャネルのオーディオ信号と
前記レフトチャネルのオーディオ信号とが類似しているか否かを判定し、前記第２相互相
関値に基づいて、前記センターチャネルのオーディオ信号と前記ライトチャネルのオーデ
ィオ信号とが類似しているか否かを判定する、
　請求項１に記載のオーディオ信号処理装置。
【請求項３】
　前記マルチチャネルのオーディオ信号は、センターチャネル、レフトチャネルおよびラ
イトチャネルのオーディオ信号を含み、
　前記類似判定手段は、センターチャネル、レフトチャネルおよびライトチャネルのオー
ディオ信号において、各チャネルのオーディオ信号の所定比率以上の部分が、人間の声を
再生するためのスピーチ信号であるか否かを判定する信号判定処理を行ない、該信号判定
処理の結果に基づいて、前記特定チャネルのオーディオ信号と前記特定外チャネルオーデ
ィオ信号とが類似しているか否かを判定する、
　請求項１に記載のオーディオ信号処理装置。
【請求項４】
　前記マルチチャネルのオーディオ信号は、センターチャネルのオーディオ信号を含み、
　前記特定チャネルのオーディオ信号は、前記センターチャネルのオーディオ信号である
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、
　請求項１に記載のオーディオ信号処理装置。
【請求項５】
　マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を行なうオーディオ信号処理装置であって
、
　前記オーディオ信号処理装置は、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号を取得する信号取得手段と、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号と、前記
マルチチャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルのオーディオ信号以外のオーデ
ィオ信号である特定外チャネルオーディオ信号とが類似しているか否かを判定する類似判
定手段と、
　　オーディオ信号に対し、音量を制御するための第１の音量制御を行ない、前記第１の
音量制御が行なわれたオーディオ信号である第１制御済オーディオ信号を出力する第１の
音量制御手段と、
　　Ｋ（Ｋ：２以上）個のオーディオ信号を、Ｍ（１≦Ｍ＜Ｋ）チャネルのオーディオ信
号に変換する変換手段と、
　　前記類似判定手段により類似していないと判定された場合、前記Ｍチャネルのオーデ
ィオ信号を出力し、前記類似判定手段により類似していると判定された場合、前記Ｍチャ
ネルのオーディオ信号に対し、音量を制御するための第３の音量制御を行ない、前記第３
の音量制御が行なわれたオーディオ信号であるＭチャネルの第３制御済オーディオ信号を
出力する第３の音量制御手段とを備え、
　前記第１の音量制御手段は、前記特定チャネルのオーディオ信号に対し、前記第１の音
量制御を行ない、前記第１の音量制御により音量が制御された前記第１制御済オーディオ
信号を出力し、
　前記変換手段は、前記類似判定手段により類似していないと判定された場合、１以上の
前記特定外チャネルオーディオ信号と前記特定チャネルのオーディオ信号の音量が制御さ
れた前記第１制御済オーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号を生成し、
生成したＭチャネルのオーディオ信号を前記第３の音量制御手段へ送信し、前記類似判定
手段により類似していると判定された場合、前記１以上の特定外チャネルオーディオ信号
と前記特定チャネルのオーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号を生成し
、生成したＭチャネルのオーディオ信号を前記第３の音量制御手段へ送信する、
　オーディオ信号処理装置。
【請求項６】
　マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を行なうオーディオ信号処理装置が行なう
オーディオ信号処理方法であって、
　前記オーディオ信号処理方法は、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号を取得する信号取得ステップと、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号と、前記
マルチチャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルのオーディオ信号以外のオーデ
ィオ信号である特定外チャネルオーディオ信号とが類似しているか否かを判定する類似判
定ステップと、
　　オーディオ信号に対し、音量を制御するための第１の音量制御を行ない、前記第１の
音量制御が行なわれたオーディオ信号である第１制御済オーディオ信号を出力する第１の
音量制御ステップと、
　　オーディオ信号に対し、音量を制御するための第２の音量制御を行ない、前記第２の
音量制御が行なわれたオーディオ信号である第２制御済オーディオ信号を出力する第２の
音量制御ステップとを備え、
　前記第１の音量制御ステップは、前記類似判定ステップにより類似していないと判定さ
れた場合、前記特定チャネルのオーディオ信号に対し前記第１の音量制御を行ない、前記
第１の音量制御により音量が制御された前記第１制御済オーディオ信号を出力し、
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　前記第２の音量制御ステップは、前記類似判定ステップにより類似していないと判定さ
れた場合、１以上の前記特定外チャネルオーディオ信号に対し前記第２の音量制御を行な
い、前記第２の音量制御により音量が制御された全ての前記第２制御済オーディオ信号を
出力し、前記類似判定ステップにより類似していると判定された場合、前記１以上の特定
外チャネルオーディオ信号と前記特定チャネルのオーディオ信号とに対し前記第２の音量
制御を行ない、前記第２の音量制御により音量が制御された全ての前記第２制御済オーデ
ィオ信号を出力する、
　オーディオ信号処理方法。
【請求項７】
　マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を行なうオーディオ信号処理装置が行なう
オーディオ信号処理方法であって、
　前記オーディオ信号処理方法は、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号を取得する信号取得ステップと、
　　前記マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号と、前記
マルチチャネルのオーディオ信号のうち前記特定チャネルのオーディオ信号以外のオーデ
ィオ信号である特定外チャネルオーディオ信号とが類似しているか否かを判定する類似判
定ステップと、
　　オーディオ信号に対し、音量を制御するための第１の音量制御を行ない、前記第１の
音量制御が行なわれたオーディオ信号である第１制御済オーディオ信号を出力する第１の
音量制御ステップと、
　　Ｋ（Ｋ：２以上）個のオーディオ信号を、Ｍ（１≦Ｍ＜Ｋ）チャネルのオーディオ信
号に変換する変換ステップとを備え、
　前記第１の音量制御ステップは、前記特定チャネルのオーディオ信号に対し、前記第１
の音量制御を行ない、前記第１の音量制御により音量が制御された前記第１制御済オーデ
ィオ信号を出力し、
　前記変換ステップは、前記類似判定ステップにより類似していないと判定された場合、
１以上の前記特定外チャネルオーディオ信号と前記特定チャネルのオーディオ信号の音量
が制御された前記第１制御済オーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号を
生成し、前記類似判定手段により類似していると判定された場合、前記１以上の特定外チ
ャネルオーディオ信号と前記特定チャネルのオーディオ信号とを使用してＭチャネルのオ
ーディオ信号を生成し、
　前記オーディオ信号処理方法は、さらに、
　　前記類似判定ステップにより類似していないと判定された場合、前記変換ステップに
より生成された前記Ｍチャネルのオーディオ信号を出力し、前記類似判定ステップにより
類似していると判定された場合、前記変換ステップにより生成された前記Ｍチャネルのオ
ーディオ信号に対し、音量を制御するための第３の音量制御を行ない、前記第３の音量制
御が行なわれたオーディオ信号であるＭチャネルの第３制御済オーディオ信号を出力する
第３の音量制御ステップとを備える、
　オーディオ信号処理方法。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載のオーディオ信号処理方法に含まれるステップをコンピ
ュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を行なうオーディオ信号処理装
置、オーディオ信号処理方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオ信号を再生する場合において、オーディオ信号を再生する再生装置の性能に



(5) JP 2010-136236 A 2010.6.17

10

20

30

40

50

よる制限、もしくは、オーディオ信号を再生する環境の制限によって、入力されたオーデ
ィオ信号のダイナミックレンジを十分に再現できないことがある。再生されるオーディオ
信号のダイナミックレンジを十分に再現するためには、オーディオ信号に含まれる「大き
な音」から「小さな音」までを、聴取者が聴き取れる範囲の音量で再生しなければならな
い。
【０００３】
　しかしながら、再生装置に含まれるアンプやスピーカ等の性能が十分でなければ、「大
きな音」の絶対音量が制限される。この場合、相対的に「小さな音」の絶対音量は、「大
きな音」に対し、非常に小さくなり、「小さな音」の聴き取りが困難となる。また、再生
装置の性能が十分であっても、再生する環境の制限として、例えば夜間など、音の絶対音
量を大きく出来ない場合には、同様な問題が発生する。さらに、周囲雑音が大きい環境で
は、「小さな音」は周囲雑音によってマスキングされ、「小さな音」は聴き取りが困難と
なる。
【０００４】
　上記のような小さな音が聞き取りにくいという問題は、オーディオ信号に対し、ＤＲＣ
（Dynamic Range Compression）処理を行なうことにより解決可能である。ＤＲＣ処理は
、オーディオ信号に含まれる大きな音と小さな音の音量差であるダイナミックレンジを圧
縮する処理である。詳細は後述するが、ＤＲＣ処理は、大きな音を小さくし、小さな音を
大きくする処理である。ＤＲＣ処理により、オーディオ信号のダイナミックレンジを圧縮
すれば、狭いダイナミックレンジの音の再現しか出来ない条件においても、当該音の聴き
取りやすさを向上することができる。
【０００５】
　図７は、ＤＲＣ処理の原理を示す図である。横軸は入力信号レベルを示す。縦軸は出力
信号レベルを示す。特性線ＬＬは、信号のレベルを変化させることなく、入力信号を出力
信号として出力するリニア特性を示す。特性線ＤＲＣＬは、入力信号に対しＤＲＣ処理を
行なった場合における、入力信号レベルと出力信号レベルとの関係を示す。
【０００６】
　特性線ＤＲＣＬは、ゲイン変化点ＧＰを境に２つの異なる特性Ａ，Ｂを示す。特性Ａは
、ゲイン変化点ＧＰより入力信号レベルが低いレベルの信号に対する特性である。特性Ａ
は、特性線ＬＬと同じ特性を示す。特性Ｂは、ゲイン変化点ＧＰより入力信号レベルが高
いレベルの信号に対する特性である。特性Ｂは、入力信号レベルの増分に対する出力信号
レベルの増分が、特性Ａを示す特性線ＤＲＣＬにおける入力信号レベルの増分に対する出
力信号レベルの増分より小さいという特性である。
【０００７】
　特性線ＤＲＣＬの示す特性Ｂにより、入力信号に含まれる、ゲイン変化点ＧＰよりレベ
ルの大きい音の出力信号レベルが抑制される。ただし、出力信号レベルを抑制するだけで
は、全体の平均的な信号レベルが低下してしまう。そのため、特性線ＤＲＣＬは、全体の
平均的な信号レベルを、信号レベルＦＬだけ上昇させた特性線となっている。そのため、
例えば、入力信号のダイナミックレンジがＤＬＩであるとすると、特性線ＤＲＣＬにより
、出力信号のダイナミックレンジはＤＬＯに変換される。
【０００８】
　すなわち、出力信号のダイナミックレンジＤＬＯは入力信号のダイナミックレンジＤＬ
Ｉよりも狭くなっているため、狭いダイナミックレンジしか再現できない再生条件におい
ても、大きな音から小さな音までを聴き取ることができる。
【０００９】
　ＤＲＣ処理では、図７に示される特性線ＤＲＣＬを示すためのデータ（たとえば、関数
のデータ）を使用して、入力信号のレベルから対応する出力レベルに変換するためのゲイ
ン（以下、変換ゲイン）を算出する。そして、入力信号に対して、算出した変換ゲインを
乗算する処理を行なう。ＤＲＣ処理は、ハードウエアまたはソフトウエアにより実行され
る。
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【００１０】
　ＤＲＣ処理は、入力されるオーディオ信号がマルチチャネルのオーディオ信号であって
も有効である。しかしながら、マルチチャネルのオーディオ信号では、特定チャネルのオ
ーディオ信号の特性が他チャネルの特性と大きく異なる場合がある。
【００１１】
　特に、マルチチャネルのオーディオ信号が、映画等のコンテンツのオーディオ信号であ
る場合、センターチャネル（以下、Ｃチャネルという）のオーディオ信号が、ダイアログ
（せりふ）用のオーディオ信号となっていることが多い。また、この場合、Ｃチャネルの
オーディオ信号の大部分はスピーチ信号である。ここで、スピーチ信号は、動物（たとえ
ば、人間）の声を再生するための信号である。したがって、Ｃチャネルのオーディオ信号
の特性は、効果音などを再生するための他チャネルのオーディオ信号と特性と大きく異な
る。
【００１２】
　ここで、他チャネルのオーディオ信号が、音量の大きい効果音を示す信号であるとする
。この場合、マルチチャネルのオーディオ信号において、全てのチャネルのオーディオ信
号に対し共通の音量制御を行なうと、他チャネルのオーディオ信号の信号レベルの変化に
影響されて、Ｃチャネルのオーディオ信号の信号レベルが抑制されてしまう。その結果、
人間の声（たとえば、せりふ（ダイアログ））が聴き取りにくくなるといった問題を生じ
る。
【００１３】
　このような問題を解決するため、例えば、特許文献１では、Ｃチャネルのオーディオ信
号とその他のチャネルのオーディオ信号とを独立して制御する技術（以下、従来技術Ａと
いう）が開示されている。
【特許文献１】特許第４０１３９０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　従来技術Ａにおいては、Ｃチャネルのオーディオ信号とその他のチャネルのオーディオ
信号とが、常に独立して制御されている。しかしながら、このような制御は、異なる性質
を持つ入力オーディオ信号に対して常に最適であるとは言えない。
【００１５】
　すなわち、Ｃチャネルのオーディオ信号の音響特性と、その他のチャネルのオーディオ
信号との音響特性とが大きく異なる場合には、従来技術Ａに示されるような独立制御が適
する。一方、Ｃチャネルのオーディオ信号の音響特性と、その他のチャネルのオーディオ
信号との音響特性とが類似している場合、従来技術Ａに示されるような制御を行なうと、
複数のチャネルのオーディオ信号の再生音による音場バランスが崩れてしまう。すなわち
、複数のチャネルのオーディオ信号の再生音の音質が劣化してしまうという問題が生じる
。
【００１６】
　本発明は、上述の問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、マルチ
チャネルのオーディオ信号の音量制御を行なう場合における、オーディオ信号の再生音の
音質を向上させることを可能とするオーディオ信号処理装置等を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上述の課題を解決するために、この発明のある局面に従うと、マルチチャネルのオーデ
ィオ信号の音量制御を行なうオーディオ信号処理装置は、マルチチャネルのオーディオ信
号を取得する信号取得手段と、マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオ
ーディオ信号と、マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号
以外のオーディオ信号である特定外チャネルオーディオ信号とが類似しているか否かを判
定する類似判定手段と、オーディオ信号に対し、音量を制御するための第１の音量制御を
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行ない、第１の音量制御が行なわれたオーディオ信号である第１制御済オーディオ信号を
出力する第１の音量制御手段と、オーディオ信号に対し、音量を制御するための第２の音
量制御を行ない、第２の音量制御が行なわれたオーディオ信号である第２制御済オーディ
オ信号を出力する第２の音量制御手段とを備える。第１の音量制御手段は、類似判定手段
により類似していないと判定された場合、特定チャネルのオーディオ信号に対し第１の音
量制御を行ない、第１の音量制御により音量が制御された第１制御済オーディオ信号を出
力する。第２の音量制御手段は、類似判定手段により類似していないと判定された場合、
１以上の特定外チャネルオーディオ信号に対し第２の音量制御を行ない、第２の音量制御
により音量が制御された全ての第２制御済オーディオ信号を出力し、類似判定手段により
類似していると判定された場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネル
のオーディオ信号とに対し第２の音量制御を行ない、第２の音量制御により音量が制御さ
れた全ての第２制御済オーディオ信号を出力する。
【００１８】
　すなわち、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似
しているか否かが判定される。類似していないと判定された場合、特定チャネルのオーデ
ィオ信号に対し第１の音量制御が行なわれ、第１の音量制御により音量が制御された第１
制御済オーディオ信号が出力される。類似していると判定された場合、１以上の特定外チ
ャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号とに対し第２の音量制御が行なわ
れ、第２の音量制御により音量が制御された全ての第２制御済オーディオ信号が出力され
る。
【００１９】
　つまり、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似し
ていない場合、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが独
立して音量制御される。また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーデ
ィオ信号とが類似している場合、特定チャネルのオーディオ信号および特定外チャネルオ
ーディオ信号に対して、共通した第２の音量制御が行なわれる。
【００２０】
　したがって、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類
似していない場合、特定チャネルのオーディオ信号の再生音の聞き取りやすさ、すなわち
、再生音の音質を向上させることができる。
【００２１】
　また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似して
いる場合、特定チャネルのオーディオ信号の再生音と、特定外チャネルオーディオ信号の
再生音とによる音場バランスを維持することができる。すなわち、各チャネルのオーディ
オ信号の再生音の音質の劣化を防ぐことができる。すなわち、各チャネルのオーディオ信
号の再生音の音質を向上させることができる。
【００２２】
　この発明の他の局面に従うと、マルチチャネルのオーディオ信号の音量制御を行なうオ
ーディオ信号処理装置は、マルチチャネルのオーディオ信号を取得する信号取得手段と、
マルチチャネルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号と、マルチチャネ
ルのオーディオ信号のうち特定チャネルのオーディオ信号以外のオーディオ信号である特
定外チャネルオーディオ信号とが類似しているか否かを判定する類似判定手段と、オーデ
ィオ信号に対し、音量を制御するための第１の音量制御を行ない、第１の音量制御が行な
われたオーディオ信号である第１制御済オーディオ信号を出力する第１の音量制御手段と
、Ｋ（Ｋ：２以上）個のオーディオ信号を、Ｍ（１≦Ｍ＜Ｋ）チャネルのオーディオ信号
に変換する変換手段と、類似判定手段により類似していないと判定された場合、Ｍチャネ
ルのオーディオ信号を出力し、類似判定手段により類似していると判定された場合、Ｍチ
ャネルのオーディオ信号に対し、音量を制御するための第３の音量制御を行ない、第３の
音量制御が行なわれたオーディオ信号であるＭチャネルの第３制御済オーディオ信号を出
力する第３の音量制御手段とを備える。第１の音量制御手段は、特定チャネルのオーディ
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オ信号に対し、第１の音量制御を行ない、第１の音量制御により音量が制御された第１制
御済オーディオ信号を出力する。変換手段は、類似判定手段により類似していないと判定
された場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号の
音量が制御された第１制御済オーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号を
生成し、生成したＭチャネルのオーディオ信号を第３の音量制御手段へ送信し、類似判定
手段により類似していると判定された場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特
定チャネルのオーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号を生成し、生成し
たＭチャネルのオーディオ信号を第３の音量制御手段へ送信する。
【００２３】
　すなわち、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似
しているか否かが判定される。特定チャネルのオーディオ信号に対し、第１の音量制御を
行ない、第１の音量制御により音量が制御された第１制御済オーディオ信号が出力される
。類似していないと判定された場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャ
ネルのオーディオ信号の音量が制御された第１制御済オーディオ信号とを使用してＭチャ
ネルのオーディオ信号が生成される。
【００２４】
　類似していると判定された場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネ
ルのオーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号が生成される。また、類似
していないと判定された場合、Ｍチャネルのオーディオ信号が出力される。また、類似し
ていると判定された場合、Ｍチャネルのオーディオ信号に対し、第３の音量制御が行なわ
れ、第３の音量制御が行なわれたオーディオ信号であるＭチャネルの第３制御済オーディ
オ信号が出力される。
【００２５】
　すなわち、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似
していない場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と、第１の音量制御により独立
して音量制御された第１制御済オーディオ信号とを使用してＭチャネルのオーディオ信号
が生成され、生成されたＭチャネルのオーディオ信号が出力される。
【００２６】
　また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似して
いる場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号とを
使用してＭチャネルのオーディオ信号が生成される。この場合、Ｍチャネルのオーディオ
信号に対し、共通した第３の音量制御が行なわれ、第３の音量制御が行なわれたオーディ
オ信号であるＭチャネルの第３制御済オーディオ信号が出力される。
【００２７】
　つまり、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似し
ていない場合、出力されるＭチャネルのオーディオ信号は、１以上の特定外チャネルオー
ディオ信号と、独立して音量制御された第１制御済オーディオ信号とを使用して生成され
た信号である。そのため、出力されるＭチャネルのオーディオ信号の再生時における、第
１制御済オーディオ信号の再生音の聞き取りやすさ、すなわち、再生音の音質を向上させ
ることができる。
【００２８】
　また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似して
いる場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号とを
使用して生成されたＭチャネルのオーディオ信号に対し、共通した第３の音量制御が行な
われ、Ｍチャネルの第３制御済オーディオ信号が出力される。そのため、Ｍチャネルの第
３制御済オーディオ信号の再生時における、各チャネルのオーディオ信号の再生音の音場
バランスを維持することができる。すなわち、各チャネルのオーディオ信号の再生音の音
質の劣化を防ぐことができる。すなわち、各チャネルのオーディオ信号の再生音の音質を
向上させることができる。
【発明の効果】
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【００２９】
　本発明によれば、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号と
が類似しているか否かが判定される。類似していないと判定された場合、特定チャネルの
オーディオ信号に対し第１の音量制御が行なわれ、第１の音量制御により音量が制御され
た第１制御済オーディオ信号が出力される。類似していると判定された場合、１以上の特
定外チャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号とに対し第２の音量制御が
行なわれ、第２の音量制御により音量が制御された全ての第２制御済オーディオ信号が出
力される。
【００３０】
　つまり、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似し
ていない場合、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが独
立して音量制御される。また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーデ
ィオ信号とが類似している場合、特定チャネルのオーディオ信号および特定外チャネルオ
ーディオ信号に対して、共通した第２の音量制御が行なわれる。
【００３１】
　したがって、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類
似していない場合、特定チャネルのオーディオ信号の再生音の聞き取りやすさ、すなわち
、再生音の音質を向上させることができる。
【００３２】
　また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似して
いる場合、特定チャネルのオーディオ信号の再生音と、特定外チャネルオーディオ信号の
再生音とによる音場バランスを維持することができる。すなわち、各チャネルのオーディ
オ信号の再生音の音質の劣化を防ぐことができる。すなわち、各チャネルのオーディオ信
号の再生音の音質を向上させることができる。
【００３３】
　また、本発明によれば、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ
信号とが類似していない場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と、第１の音量制
御により独立して音量制御された第１制御済オーディオ信号とを使用してＭチャネルのオ
ーディオ信号が生成され、生成されたＭチャネルのオーディオ信号が出力される。
【００３４】
　また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似して
いる場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号とを
使用してＭチャネルのオーディオ信号が生成される。この場合、Ｍチャネルのオーディオ
信号に対し、共通した第３の音量制御が行なわれ、第３の音量制御が行なわれたオーディ
オ信号であるＭチャネルの第３制御済オーディオ信号が出力される。
【００３５】
　つまり、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似し
ていない場合、出力されるＭチャネルのオーディオ信号は、１以上の特定外チャネルオー
ディオ信号と、独立して音量制御された第１制御済オーディオ信号とを使用して生成され
た信号である。そのため、出力されるＭチャネルのオーディオ信号の再生時における、第
１制御済オーディオ信号の再生音の聞き取りやすさ、すなわち、再生音の音質を向上させ
ることができる。
【００３６】
　また、特定チャネルのオーディオ信号と、特定外チャネルオーディオ信号とが類似して
いる場合、１以上の特定外チャネルオーディオ信号と特定チャネルのオーディオ信号とを
使用して生成されたＭチャネルのオーディオ信号に対し、共通した第３の音量制御が行な
われ、Ｍチャネルの第３制御済オーディオ信号が出力される。そのため、Ｍチャネルの第
３制御済オーディオ信号の再生時における、各チャネルのオーディオ信号の再生音の音場
バランスを維持することができる。すなわち、各チャネルのオーディオ信号の再生音の音
質の劣化を防ぐことができる。すなわち、各チャネルのオーディオ信号の再生音の音質を
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向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００３８】
　＜第１の実施の形態＞
　本実施の形態においては、オーディオ信号に対し、前述したＤＲＣ処理が行なわれるこ
とを前提とする。なお、オーディオ信号に対し、前述したＤＲＣ処理が行なわれなくても
よい。
【００３９】
　（オーディオ信号処理装置の構成）
　図１は、本実施の形態におけるオーディオ信号処理装置１０００の構成を示すブロック
図である。図１に示されるように、オーディオ信号処理装置１０００は、信号取得部５０
と、音量制御部１００とを含む。
【００４０】
　信号取得部５０は、外部からマルチチャネルのオーディオ信号ＭＡを取得する。以下に
おいては、オーディオ信号を、単に、ＡＤ信号という。本実施の形態では、マルチチャネ
ルのＡＤ信号は、６チャネルのＡＤ信号であるとする。なお、マルチチャネルのＡＤ信号
は、６チャネルのＡＤ信号に限定されることなく、たとえば、７チャネルのＡＤ信号であ
ってもよい。
【００４１】
　マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡは、レフトチャネル、ライトチャネル、センターチャネ
ル、サラウンドレフトチャネル、サラウンドライトチャネルおよびＬＦＥ（Low Frequenc
y Effect）チャネルのＡＤ信号を含む。ＬＦＥチャネルのＡＤ信号は低周波成分のＡＤ信
号である。以下においては、レフトチャネル、ライトチャネル、センターチャネル、サラ
ウンドレフトチャネルおよびサラウンドライトチャネルを、それぞれ、Ｌチャネル、Ｒチ
ャネル、Ｃチャネル、ＬｓチャネルおよびＲｓチャネルという。
【００４２】
　すなわち、信号取得部５０は、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｃチャネル、Ｌｓチャネル、
ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号の信号レベルを取得する。以下においては
、信号取得部５０が取得した各チャネルのＡＤ信号の信号レベルを、入力信号レベルとい
う。
【００４３】
　信号取得部５０は、取得したＬチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャネル、
ＬＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号を、音量制御部１００へ送信する。
【００４４】
　音量制御部１００は、受信した各チャネルのＡＤ信号に対し音量制御を行なう。また、
音量制御部１００は、音量制御したＡＤ信号を外部へ出力する。
【００４５】
　音量制御部１００は、第１音量制御部１１１と、第２音量制御部１１２と、類似判定部
１１５と、切替部ＳＷ１，ＳＷ２とを含む。
【００４６】
　信号取得部５０は、取得したＣチャネルのＡＤ信号を、切替部ＳＷ１および類似判定部
１１５へ送信する。また、信号取得部５０は、取得したＬチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチ
ャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号を、第２音量制御部１１２へ送信
する。
【００４７】
　類似判定部１１５は、ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号との類似度を
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算出する。以下においては、ＣチャネルのＡＤ信号の再生音を出力するスピーカを、セン
タースピーカという。また、以下においては、ＬチャネルのＡＤ信号の再生音を出力する
スピーカを、レフトスピーカという。また、以下においては、ＲチャネルのＡＤ信号の再
生音を出力するスピーカを、ライトスピーカという。
【００４８】
　センタースピーカは、一般的に、レフトスピーカとライトスピーカとの間に配置される
。また、センタースピーカは、一般的に、聴取者の前方に配置される。ここで、マルチチ
ャネルのＡＤ信号ＭＡが、たとえば、音楽ライブ等の自然音の信号であるとする。この場
合、センタースピーカ、レフトスピーカおよびライトスピーカからそれぞれ出力される３
つの再生音の類似度は高い。
【００４９】
　一方、マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡが、たとえば、映画等のコンテンツの信号である
場合、ＣチャネルのＡＤ信号の所定比率（たとえば、８０％）以上の部分が、前述したス
ピーチ信号である場合が多い。また、マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡが、映画等のコンテ
ンツの信号である場合、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号は、主に効果音等の信号
である場合が多い。すなわち、マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡが、たとえば、映画等のコ
ンテンツの信号である場合、ＣチャネルのＡＤ信号と、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡ
Ｄ信号との類似度は低くなる。
【００５０】
　そのため、本実施の形態では、ＣチャネルのＡＤ信号に対する類似度を算出するための
信号を、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号とする。そのため、信号取得部５０は、
ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号を類似判定部１１５へ送信する。なお、類似度を
算出するための信号は、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号に限定されることなく、
他のチャネルの信号であってもよい。
【００５１】
　以下の説明において、信号および信号線の２値的な高電圧状態および低電圧状態を、そ
れぞれ、「Ｈレベル」および「Ｌレベル」とも称する。
【００５２】
　類似判定部１１５は、詳細は後述するが、ＨレベルまたはＬレベルの制御信号ＣＴを、
切替部ＳＷ１，ＳＷ２へ送信する。
【００５３】
　切替部ＳＷ１は、信号取得部５０から、ＣチャネルのＡＤ信号を受信する。切替部ＳＷ
１は、Ｈレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、ＣチャネルのＡＤ信号を、第１音量制御
部１１１へ送信する。また、切替部ＳＷ１は、Ｌレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、
ＣチャネルのＡＤ信号を、第２音量制御部１１２へ送信する。
【００５４】
　第１音量制御部１１１は、ＣチャネルのＡＤ信号を受信した場合、受信したＣチャネル
のＡＤ信号に対し、後述する音量制御処理Ａを行なう。以下においては、音量制御処理Ａ
が行なわれたＡＤ信号を、第１制御済ＡＤ信号という。なお、第１音量制御部１１１は、
予め、図７に示される特性線ＤＲＣＬを示すためのデータ（たとえば、関数のデータ）を
記憶しているとする。
【００５５】
　第１音量制御部１１１は、第１制御済ＡＤ信号を、切替部ＳＷ２へ送信する。
【００５６】
　第２音量制御部１１２は、信号取得部５０から、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネ
ル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号を受信する。また、第２音量制御部１
１２は、切替部ＳＷ１がＬレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、ＣチャネルのＡＤ信号
を受信する。
【００５７】
　第２音量制御部１１２は、受信した複数のＡＤ信号に対し、後述する音量制御処理Ｂま
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たは音量制御処理ＢＮを行なう。以下においては、音量制御処理Ｂまたは音量制御処理Ｂ
Ｎが行なわれたＡＤ信号を、第２制御済ＡＤ信号という。第２音量制御部１１２は、音量
制御処理Ｂまたは音量制御処理ＢＮを行なった後、複数の第２制御済ＡＤ信号を、それぞ
れ、対応する複数のスピーカ（図示せず）へ送信する。
【００５８】
　第２音量制御部１１２から出力される複数の第２制御済ＡＤ信号は、それぞれ、図１の
ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’である。ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’，Ｌｓ’，
Ｒｓ’，ＬＦＥ’の各々は、対応するＡＤ信号の再生音を出力するためのスピーカへ送信
される。ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’の各々に対応するスピーカは、
受信したＡＤ信号の再生音を出力する。
【００５９】
　なお、第２音量制御部１１２は、ＣチャネルのＡＤ信号を受信した場合、第２制御済Ａ
Ｄ信号としてのＣチャネルのＡＤ信号を、切替部ＳＷ２へ送信（出力）する。なお、第２
音量制御部１１２は、予め、図７に示される特性線ＤＲＣＬを示すためのデータ（たとえ
ば、関数のデータ）を記憶しているとする。
【００６０】
　切替部ＳＷ２は、Ｈレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、第１制御済ＡＤ信号を受信
する。この場合、切替部ＳＷ２は、受信した第１制御済ＡＤ信号を、センタースピーカ（
図示せず）へ送信する。
【００６１】
　また、切替部ＳＷ２は、Ｌレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、第２制御済ＡＤ信号
を受信する。この場合、切替部ＳＷ２は、受信した第２制御済ＡＤ信号を、センタースピ
ーカ（図示せず）へ送信する。切替部ＳＷ２から出力されるＡＤ信号は、図１のＡＤ信号
Ｃ’である。すなわち、ＡＤ信号Ｃ’は、第１制御済ＡＤ信号または第２制御済ＡＤ信号
である。すなわち、図示しないセンタースピーカは、第１制御済ＡＤ信号または第２制御
済ＡＤ信号の再生音を出力する。
【００６２】
　以上の処理により、音量制御部１００は、マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡに対し音量制
御することにより得られるマルチチャネルのＡＤ信号ＭＡ’を外部（スピーカ）へ出力す
る。マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡ’は、第２音量制御部１１２から出力される複数の第
２制御済ＡＤ信号（ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’）と、切替部ＳＷ２
から出力されるＡＤ信号Ｃ’（第１制御済ＡＤ信号または第２制御済ＡＤ信号）とを含む
信号である。
【００６３】
　（音量制御）
　次に、マルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を行なうための処理（以下、マルチチャネ
ル音量制御処理という）について説明する。なお、前述したように、本実施の形態におい
ては、マルチチャネルのＡＤ信号に対し、前述したＤＲＣ処理が行なわれるとする。
【００６４】
　図２は、マルチチャネル音量制御処理のフローチャートである。図２に示されるように
、マルチチャネル音量制御処理では、まず、ステップＳ１１１の処理が行なわれる。
【００６５】
　ステップＳ１１１では、信号取得処理が行なわれる。信号取得処理では、信号取得部５
０が、外部（例えば、他の回路）からマルチチャネルのＡＤ信号ＭＡを取得する。マルチ
チャネルのＡＤ信号ＭＡは、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャネル、Ｌ
ＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号を含む。
【００６６】
　信号取得部５０は、取得したＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号を類似判定部１１
５へ送信する。また、信号取得部５０は、取得したＣチャネルのＡＤ信号を、切替部ＳＷ
１および類似判定部１１５へ送信する。また、信号取得部５０は、取得したＬチャネル、
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Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号を、第２音量
制御部１１２へ送信する。
【００６７】
　ステップＳ１１２では、類似判定処理が行なわれる。類似判定処理では、類似判定部１
１５が、受信したＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号とが類似しているか
否かを判定する。まず、類似判定部１１５は、受信したＣチャネルのＡＤ信号と、他のチ
ャネルのＡＤ信号との類似度を算出する。
【００６８】
　本実施の形態では、前述した理由から、類似度を算出するための信号を、Ｌチャネルお
よびＲチャネルのＡＤ信号とする。なお、類似度を算出するための信号は、Ｌチャネルお
よびＲチャネルのＡＤ信号に限定されることなく、他のチャネルの信号であってもよい。
例えば、類似度を算出するための信号は、複数の他のチャネルのＡＤ信号の和信号、例え
ば、（Ｌ＋Ｒ）／２で求められる信号であってもよい。
【００６９】
　具体的には、類似判定部１１５が、ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号
との相互相関値ＣＣを算出する。ここで、２つの信号を、ｘ、ｙと表すとする。また、２
つの信号レベルをｘ（ｉ）、ｙ（ｉ）と表すとする。ある期間において、ｎ個のサンプル
点の信号レベルを取得する場合、２つの信号ｘ，ｙの相互相関値ＣＣは、以下の式（１）
より算出される。
【００７０】
【数１】

【００７１】
　式（１）において、ｘ（ｉ），ｙ（ｉ）は、ｉ番目のサンプル点の信号レベルを示す。
相互相関値ＣＣは、“－１”～“１”の範囲の値をとる。２つの信号の相互相関値ＣＣが
“１”の場合、当該２つの信号は同じ信号であることになる。そのため、２つの信号の相
互相関値ＣＣが“１”に近い程、当該２つの信号の音響特性の類似度は高い。すなわち、
２つの信号の相互相関値ＣＣは、２つの信号の類似度を示す。すなわち、２つの信号の相
互相関値ＣＣを算出することは、２つの信号の類似度を算出することともいえる。
【００７２】
　なお、２つの信号の相互相関値ＣＣが“０”に近い場合、当該２つの信号の類似度は低
い(無相関である)ことを示す。また、２つの信号の相互相関値ＣＣが“－１” に近い場
合、当該２つの信号は逆相関係となる。
【００７３】
　類似判定部１１５は、算出した、２つの信号の相互相関値ＣＣが所定値（例えば、“０
．７”）以上の場合、当該２つの信号の音響特性が類似していると判定する。一方、類似
判定部１１５は、算出した、２つの信号の相互相関値ＣＣが所定値（例えば、“０．７”
）未満の場合、当該２つの信号が類似していないと判定する。
【００７４】
　ここで、相互相関値ＣＣを算出するための他のチャネルのＡＤ信号は、ＬチャネルのＡ
Ｄ信号およびＲチャネルのＡＤ信号であるとする。この場合、類似判定部１１５は、まず
、ＣチャネルのＡＤ信号と、ＬチャネルのＡＤ信号との相互相関値ＣＣを式（１）により
算出する。算出された相互相関値ＣＣが、所定値以上の場合、類似判定部１１５は、Ｃチ
ャネルのＡＤ信号と、ＬチャネルのＡＤ信号とが類似していると判定する。算出された相
互相関値ＣＣが所定値未満の場合、ＣチャネルのＡＤ信号と、ＬチャネルのＡＤ信号とが
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類似していないと判定する。
【００７５】
　類似判定部１１５は、前述の２つの信号の相互相関値ＣＣを算出する処理と、２つの信
号が類似しているか否かの判定の処理とを、ＣチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡ
Ｄ信号に対しても、前述のＣチャネルのＡＤ信号およびＬチャネルのＡＤ信号の場合と同
様に行なう。
【００７６】
　ステップＳ１１３では、切替処理が行なわれる。切替処理では、ＣチャネルのＡＤ信号
がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両方と類似していないと、類似判
定部１１５により判定された場合、類似判定部１１５は、Ｈレベルの制御信号ＣＴを切替
部ＳＷ１，ＳＷ２へ送信する。Ｈレベルの制御信号ＣＴは、切替部ＳＷ１に、Ｃチャネル
のＡＤ信号を第１音量制御部１１１へ送信させるための信号である。また、Ｈレベルの制
御信号ＣＴは、切替部ＳＷ２に、第１音量制御部１１１から受信するＡＤ信号を、センタ
ースピーカ（図示せず）へ送信させるための信号でもある。
【００７７】
　なお、類似判定部１１５が、Ｈレベルの制御信号ＣＴを切替部ＳＷ１，ＳＷ２へ送信す
るのは、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両
方と類似していない場合に限定されない。たとえば、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネル
のＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少なくとも一方と類似していないと判定された
場合に、類似判定部１１５がＨレベルの制御信号ＣＴを切替部ＳＷ１，ＳＷ２へ送信して
もよい。
【００７８】
　また、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少
なくとも一方と類似していると、類似判定部１１５により判定された場合、類似判定部１
１５は、Ｌレベルの制御信号ＣＴを切替部ＳＷ１へ送信する。Ｌレベルの制御信号ＣＴは
、切替部ＳＷ１に、ＣチャネルのＡＤ信号を第２音量制御部１１２へ送信させるための信
号である。
【００７９】
　切替部ＳＷ１は、Ｈレベルの制御信号ＣＴを受信すると、信号取得部５０から受信した
ＣチャネルのＡＤ信号を第１音量制御部１１１へ送信する。また、切替部ＳＷ１は、Ｌレ
ベルの制御信号ＣＴを受信すると、信号取得部５０から受信したＣチャネルのＡＤ信号を
第２音量制御部１１２へ送信する。
【００８０】
　ステップＳ１１４では、２つの信号が類似していないか否かが判定される。具体的には
、類似判定部１１５が、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネル
のＡＤ信号の両方と類似していないと判定されたか否かを判定する。
【００８１】
　ステップＳ１１４において、ＹＥＳならば、処理はステップＳ１１５に進む。ステップ
Ｓ１１４において、ＹＥＳと判定される場合、第１音量制御部１１１は、前述の処理によ
り、ＣチャネルのＡＤ信号を受信している。一方、ステップＳ１１４において、ＮＯなら
ば、処理は後述するステップＳ１１６Ｎに移行する。
【００８２】
　ステップＳ１１５では、音量制御処理Ａが行なわれる。音量制御処理Ａでは、第１音量
制御部１１１が、ＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルと、図７に示される特性線ＤＲ
ＣＬとにより、出力信号レベルを算出する。
【００８３】
　そして、第１音量制御部１１１は、ＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルと、算出し
た出力信号レベルとから、変換ゲインＣＧＡを算出する。変換ゲインＣＧＡは、（算出し
た出力信号レベル）／（ＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベル）により算出される。
【００８４】
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　そして、第１音量制御部１１１は、ＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルに、算出し
た変換ゲインＣＧＡを乗算することにより、ＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルを変
更する。なお、変換ゲインＣＧＡの値が“１”の場合、ＣチャネルのＡＤ信号の入力信号
レベルは変更されない。前述したように、音量制御処理Ａが行なわれたＡＤ信号は、第１
制御済ＡＤ信号である。そして、この音量制御処理Ａは終了する。
【００８５】
　そして、第１音量制御部１１１は、第１制御済ＡＤ信号としてのＣチャネルのＡＤ信号
を、切替部ＳＷ２へ送信する。ここで、切替部ＳＷ２は、類似判定部１１５からＨレベル
の制御信号ＣＴを受信しているとする。この場合、切替部ＳＷ２は、第１制御済ＡＤ信号
としてのＣチャネルのＡＤ信号（ＡＤ信号Ｃ’）を、センタースピーカ（図示せず）へ送
信する。センタースピーカは、第１制御済ＡＤ信号としてのＣチャネルのＡＤ信号（ＡＤ
信号Ｃ’）の再生音を出力する。
【００８６】
　ステップＳ１１６では、音量制御処理Ｂが行なわれる。音量制御処理Ｂでは、第２音量
制御部１１２が、信号取得部５０から受信したＬチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、
ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルの平均値を算出する。そ
して、第２音量制御部１１２は、算出した平均値のレベルを、算出した入力信号レベルと
する。なお、入力信号レベルの算出方法は上記方法に限定されない。そして、算出した入
力信号レベル（算出した平均値のレベル）と、図７に示される特性線ＤＲＣＬとにより、
出力信号レベルを算出する。
【００８７】
　そして、第２音量制御部１１２は、算出した入力信号レベルと、算出した出力信号レベ
ルとから、変換ゲインＣＧＢを算出する。変換ゲインＣＧＢは、（算出した出力信号レベ
ル）／（算出した入力信号レベル）により算出される。
【００８８】
　そして、第２音量制御部１１２は、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャ
ネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルの各々に、算出した変換ゲインＣ
ＧＢを乗算することにより、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャネルおよ
びＬＦＥチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルを変更する。
【００８９】
　すなわち、変換ゲインＣＧＢは、複数のＡＤ信号に対して共通の変換ゲインとなる。な
お、変換ゲインＣＧＢの値が“１”の場合、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒ
ｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルは変更されない。前述した
ように、音量制御処理Ｂが行なわれたＡＤ信号は、第２制御済ＡＤ信号である。
【００９０】
　そして、第２音量制御部１１２は、第２制御済ＡＤ信号としてのＬチャネル、Ｒチャネ
ル、Ｌｓチャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号（ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’
，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’）を、それぞれ、対応する複数のスピーカ（図示せず）へ送
信する。ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’の各々に対応するスピーカは、
受信したＡＤ信号の再生音を出力する。
【００９１】
　そして、このマルチチャネル音量制御処理は終了する。
【００９２】
　次に、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少
なくとも一方と類似していると判定された場合の処理について説明する。この場合、ステ
ップＳ１１４でＮＯと判定され、ステップＳ１１６Ｎの処理が行なわれる。この場合、第
２音量制御部１１２は、前述の処理により、ＣチャネルのＡＤ信号を受信している。
【００９３】
　ステップＳ１１６Ｎでは、音量制御処理ＢＮが行なわれる。音量制御処理ＢＮでは、第
２音量制御部１１２が、受信したＬチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャネル
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、ＬＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルの平均値を算出する。そ
して、ステップＳ１１６の音量制御処理Ｂと同様に、出力信号レベルが算出される。そし
て、音量制御処理Ｂと同様に、変換ゲインＣＧＢが算出される。
【００９４】
　そして、第２音量制御部１１２は、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャ
ネル、ＬＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルの各々に、算出した
変換ゲインＣＧＢを乗算することにより、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓ
チャネル、ＬＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルを変更する。
【００９５】
　すなわち、変換ゲインＣＧＢは、複数のＡＤ信号に対して共通の変換ゲインとなる。
なお、変換ゲインＣＧＢの値が“１”の場合、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、
Ｒｓチャネル、ＬＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号の入力信号レベルは変更され
ない。前述したように、音量制御処理ＢＮが行なわれたＡＤ信号は、第２制御済ＡＤ信号
である。
【００９６】
　そして、第２音量制御部１１２は、第２制御済ＡＤ信号としてのＬチャネル、Ｒチャネ
ル、Ｌｓチャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号（ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’
，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’）を、それぞれ、対応する複数のスピーカ（図示せず）へ送
信する。ＡＤ信号Ｌ’，Ｒ’，Ｌｓ’，Ｒｓ’，ＬＦＥ’の各々に対応するスピーカは、
受信したＡＤ信号の再生音を出力する。
【００９７】
　また、第２音量制御部１１２は、第２制御済ＡＤ信号としてのＣチャネルのＡＤ信号を
、切替部ＳＷ２へ送信する。ここで、切替部ＳＷ２は、類似判定部１１５からＬレベルの
制御信号ＣＴを受信しているとする。この場合、切替部ＳＷ２は、第２制御済ＡＤ信号と
してのＣチャネルのＡＤ信号（ＡＤ信号Ｃ’）を、センタースピーカ（図示せず）へ送信
する。センタースピーカは、第２制御済ＡＤ信号としてのＣチャネルのＡＤ信号（ＡＤ信
号Ｃ’）の再生音を出力する。
【００９８】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、マルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を
行なう場合、ＣチャネルのＡＤ信号が他のチャネルのＡＤ信号と類似していない場合、た
とえば、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両
方と類似していない場合、ＣチャネルのＡＤ信号の信号レベルと、他のチャネル（Ｌチャ
ネル、Ｒチャネル等）のＡＤ信号の信号レベルとは、独立して制御される。すなわち、Ｃ
チャネルのＡＤ信号と他のチャネルのＡＤ信号とは、独立して音量制御される。
【００９９】
　また、ＣチャネルのＡＤ信号が他のチャネルのＡＤ信号と類似している場合、たとえば
、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少なくと
も一方と類似している場合、マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡに含まれる全てのチャネルの
ＡＤ信号の信号レベルが、共通に制御される。
【０１００】
　したがって、マルチチャネルのＡＤ信号ＭＡが、たとえば、映画等のコンテンツの信号
であり、ＣチャネルのＡＤ信号の所定比率（たとえば、８０％）以上の部分が、前述した
スピーチ信号である場合、ＣチャネルのＡＤ信号が他のチャネルのＡＤ信号と類似してい
ないと判定される。この場合、スピーチ信号を含むＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネ
ルのＡＤ信号とは、独立して音量制御される。なお、スピーチ信号は、人間の声を再生す
るための信号である。
【０１０１】
　そのため、スピーチ信号（ＣチャネルのＡＤ信号）の再生音が、他のチャネルのＡＤ信
号の再生音により聞き取りにくくなることを防ぐことができる。すなわち、人間のせりふ
等が、聞き取りにくくなることを防ぐことができる。すなわち、スピーチ信号（Ｃチャネ
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ルのＡＤ信号）の再生音の聞き取りやすさ、すなわち、再生音の音質を向上することがで
きる。
【０１０２】
　また、チャネルのＡＤ信号が他のチャネルのＡＤ信号と類似している場合、マルチチャ
ネルのＡＤ信号ＭＡに含まれる全てのチャネルのＡＤ信号の信号レベルが、共通に制御さ
れる。したがって、全てのチャネルのＡＤ信号の再生音による音場バランスを維持するこ
とができる。すなわち、各チャネルの再生音の音質の劣化を防ぐことができる。すなわち
、各チャネルの再生音の音質を向上させることができる。
【０１０３】
　すなわち、本実施の形態によれば、マルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を行なう場合
、各チャネルのＡＤ信号の音響特性に合わせたダイナミックレンジ制御（音量制御）を行
なう。これにより、異なる性質のＡＤ信号の音響特性に適応して、最適な音量制御を行な
うことができる。したがって、各チャネルのＡＤ信号の再生音の聞き取りやすさと、各チ
ャネルのＡＤ信号の再生音の音質とを向上することができる。
【０１０４】
　特に、ＣチャネルのＡＤ信号に含まれるスピーチ信号の再生音（たとえば、人間のせり
ふ（ダイアログ））の聞き取りやすさを向上させることができるとともに、マルチチャネ
ルのＡＤ信号を再生する場合における、音場バランスを維持することができる。
【０１０５】
　＜第１の実施の形態の変形例１＞
　次に、信号の類似判定の他の例について説明する。
【０１０６】
　第１の実施の形態の変形例１において行なわれる以下の処理は、図１のオーディオ信号
処理装置１０００により行なわれる。
【０１０７】
　（音量制御）
　次に、第１の実施の形態の変形例１におけるマルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を行
なうための処理（以下、マルチチャネル音量制御処理Ａという）について説明する。なお
、本実施の形態の変形例１においても、第１の実施の形態と同様、マルチチャネルのＡＤ
信号に対し、前述したＤＲＣ処理が行なわれるとする。
【０１０８】
　図３は、マルチチャネル音量制御処理Ａのフローチャートである。図３に示されるよう
に、マルチチャネル音量制御処理Ａは、図２のマルチチャネル音量制御処理と比較して、
ステップＳ１１２の代わりにステップＳ１１２Ａの処理が行なわれる点が異なる。それ以
外は、マルチチャネル音量制御処理と同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０１０９】
　ステップＳ１１２Ａでは、類似判定処理Ａが行なわれる。類似判定処理Ａでは、Ｃチャ
ネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号とが類似しているか否かが判定される。本実
施の形態の変形例においては、判定に使用する他のチャネルのＡＤ信号は、Ｌチャネルお
よびＲチャネルのＡＤ信号とする。なお、判定に使用される他のチャネルのＡＤ信号は、
ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号に限定されることなく、他のチャネルの信号であ
ってもよい。
【０１１０】
　具体的には、類似判定部１１５が、受信したＣチャネル、ＬチャネルおよびＲチャネル
のＡＤ信号において、各チャネルのＡＤ信号（以下、判定対象ＡＤ信号という）の所定比
率（たとえば、８０％）以上の部分が、前述したスピーチ信号であるか否かを判定する。
判定対象ＡＤ信号の所定比率以上の部分が、スピーチ信号であるか否かの判定は、以下の
スピーチ信号判定処理により行なわれる。
【０１１１】
　スピーチ信号判定処理では、類似判定部１１５が、判定対象ＡＤ信号の所定比率以上の



(18) JP 2010-136236 A 2010.6.17

10

20

30

40

50

部分の周波数特性の変化、判定対象ＡＤ信号の所定比率以上の部分における時間的な信号
レベルの変化、判定対象ＡＤ信号の所定比率以上の部分の時間周期性（ピッチ周期）等を
分析する。
【０１１２】
　そして、類似判定部１１５は、分析した結果に基づいて、判定対象ＡＤ信号の所定比率
以上の部分がスピーチ信号である確率が、所定の値（たとえば、９０％）以上である場合
、類似判定部１１５は、判定対象ＡＤ信号の所定比率以上の部分が、スピーチ信号である
と判定する。
【０１１３】
　所定比率以上の部分がスピーチ信号であると判定された判定対象ＡＤ信号が、Ｃチャネ
ルのＡＤ信号のみである場合、類似判定部１１５は、ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャ
ネルのＡＤ信号（ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号）とが類似していないと判定す
る。
【０１１４】
　一方、所定比率以上の部分がスピーチ信号であると判定された判定対象ＡＤ信号が、Ｃ
チャネル、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号のうち、少なくとも２つのチャネルの
ＡＤ信号である場合、類似判定部１１５は、ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡ
Ｄ信号（ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号）とが類似していると判定する。なお、
ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号とが類似しているか否かの判定は、上
記条件に限定されない。
【０１１５】
　以上の処理が行なわれることにより、本実施の形態の変形例１においても、第１の実施
の形態で得られる効果と同じ効果を得ることができる。
【０１１６】
　＜第１の実施の形態の変形例２＞
　第１の実施の形態では、図２のステップＳ１１２の類似判定処理において、相互相関値
ＣＣを用いて、信号の類似判定を行なっていた。また、第１の実施の形態の変形例１では
、図３のステップＳ１１２Ａの類似判定処理Ａにおいて、ＣチャネルのＡＤ信号の所定比
率以上の部分がスピーチ信号であるか否かを判定することにより、信号の類似判定を行な
っていた。
【０１１７】
　相互相関値ＣＣを用いた信号の類似判定では、「音響特性として無相関な信号」と「位
相ずれによる無相関な信号」との区別ができない。そのため、相互相関値ＣＣを用いた信
号の類似判定では、類似度が低い側の判定に曖昧さがある。
【０１１８】
　また、所定比率以上の部分がスピーチ信号であるか否かの判定では、Ｃチャネル、Ｌチ
ャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号の所定比率以上の部分がスピーチ信号であることは判
定できるが、各チャネルに対応するスピーチ信号が、同じスピーチ信号であるかは判定で
きない。つまり、類似度が高い側の判定に曖昧さがある。
【０１１９】
　したがって、ステップＳ１１２の類似判定処理における信号の類似判定方法と、ステッ
プＳ１１２Ａの類似判定処理Ａにおける信号の類似判定方法とを組み合わせることによっ
て、２つの類似判定方法における上述した欠点を補うことができる。すなわち、類似判定
処理における信号の類似判定方法と、類似判定処理Ａにおける信号の類似判定方法とを組
み合わせることによって、類似度が高い側および低い側のいずれにおいても、高い精度で
信号の類似判定を行うことが可能となる。
【０１２０】
　第１の実施の形態の変形例２では、類似判定処理における信号の類似判定方法と、類似
判定処理Ａにおける信号の類似判定方法とを組み合わせた信号の類似判定を行なう。
【０１２１】
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　第１の実施の形態の変形例２において行なわれる以下の処理は、図１のオーディオ信号
処理装置１０００により行なわれる。
【０１２２】
　（音量制御）
　次に、第１の実施の形態の変形例におけるマルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を行な
うための処理（以下、マルチチャネル音量制御処理Ｂという）について説明する。なお、
本実施の形態の変形例２においても、第１の実施の形態と同様、マルチチャネルのＡＤ信
号に対し、前述したＤＲＣ処理が行なわれるとする。
【０１２３】
　図４は、マルチチャネル音量制御処理Ｂのフローチャートである。図４に示されるよう
に、マルチチャネル音量制御処理Ｂは、図２のマルチチャネル音量制御処理と比較して、
ステップＳ１１２の代わりにステップＳ１１２Ｂの処理が行なわれる点が異なる。それ以
外は、マルチチャネル音量制御処理と同様なので詳細な説明は繰り返さない。
【０１２４】
　ステップＳ１１２Ｂでは、類似判定処理Ｂが行なわれる。類似判定処理Ｂでは、Ｃチャ
ネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号とが類似しているか否かが判定される。本実
施の形態の変形例においては、判定に使用する他のチャネルのＡＤ信号は、Ｌチャネルお
よびＲチャネルのＡＤ信号とする。なお、判定に使用される他のチャネルのＡＤ信号は、
ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号に限定されることなく、他のチャネルの信号であ
ってもよい。
【０１２５】
　具体的には、類似判定部１１５が、受信したＣチャネル、ＬチャネルおよびＲチャネル
のＡＤ信号において、各チャネルのＡＤ信号（以下、判定対象ＡＤ信号という）の所定比
率（たとえば、８０％）以上の部分が、前述したスピーチ信号であるか否かを判定する。
判定対象ＡＤ信号の所定比率以上の部分が、スピーチ信号であるか否かの判定は、図３の
ステップＳ１１２Ａで説明したスピーチ信号判定処理により行なわれるので詳細な説明は
繰り返さない。
【０１２６】
　そして、類似判定部１１５が、ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号（Ｌ
チャネルのＡＤ信号、ＲチャネルのＡＤ信号）との相互相関値ＣＣを算出する。相互相関
値ＣＣの算出方法は、図２のステップＳ１１２で説明した算出方法と同様なので詳細な説
明は繰り返さない。
【０１２７】
　上記処理により、以下の条件Ａおよび条件Ｂが満たされた場合、類似判定部１１５は、
ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両方と類似
していないと判定する。条件Ａは、所定比率以上の部分がスピーチ信号であると判定され
た判定対象ＡＤ信号が、ＣチャネルのＡＤ信号のみであるという条件である。条件Ｂは、
ＣチャネルのＡＤ信号とＬチャネルのＡＤ信号との相互相関値ＣＣおよびＣチャネルのＡ
Ｄ信号とＲチャネルのＡＤ信号との相互相関値ＣＣが、所定値（例えば、“０．７”）未
満であるという条件である。
【０１２８】
　また、上記処理により、以下の条件Ｃおよび条件Ｄが満たされた場合、類似判定部１１
５は、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少な
くとも一方と類似していないと判定する。条件Ｃは、所定比率以上の部分がスピーチ信号
であると判定された判定対象ＡＤ信号が、Ｃチャネル、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡ
Ｄ信号のうち、少なくとも２つのチャネルのＡＤ信号であるという条件である。条件Ｄは
、ＣチャネルのＡＤ信号とＬチャネルのＡＤ信号との相互相関値ＣＣおよびＣチャネルの
ＡＤ信号とＲチャネルのＡＤ信号との相互相関値ＣＣの少なくとも一方が、所定値（例え
ば、“０．７”）以上であるという条件である。
【０１２９】
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　なお、前述した条件Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの内容は、上記内容に限定されるものでなく、他の
内容であってもよい。
【０１３０】
　以上の処理が行なわれることにより、本実施の形態の変形例２においても、第１の実施
の形態で得られる効果と同じ効果を得ることができる。また、前述した類似判定処理Ｂが
行なわれることにより、高い精度で信号の類似判定を行うことが可能となる。
【０１３１】
　＜第２の実施の形態＞
　本実施の形態においては、オーディオ信号に対し、前述したＤＲＣ処理が行われること
を前提とするが、オーディオ信号に対し、前述したＤＲＣ処理が行われなくてもよい。
【０１３２】
　（オーディオ信号処理装置の構成）
　図５は、本実施の形態におけるオーディオ信号処理装置１０００Ａの構成を示すブロッ
ク図である。図５に示されるように、オーディオ信号処理装置１０００Ａは、図１のオー
ディオ信号処理装置１０００と比較して、音量制御部１００の代わりに音量制御部１００
Ａを含む点が異なる。それ以外は、オーディオ信号処理装置１０００と同様なので詳細な
説明は繰り返さない。
【０１３３】
　音量制御部１００Ａは、第１音量制御部１１１と、第３音量制御部１１３と、類似判定
部１１５と、ダウンミックス部１１６と、切替部ＳＷ３とを含む。
【０１３４】
　信号取得部５０は、ＣチャネルのＡＤ信号を、第１音量制御部１１１、切替部ＳＷ３お
よび類似判定部１１５へ送信する。また、信号取得部５０は、Ｌチャネル、Ｒチャネル、
Ｌｓチャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号を、ダウンミックス部１１
６へ送信する。また、信号取得部５０は、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信号を類似
判定部１１５へ送信する。
【０１３５】
　第１音量制御部１１１および類似判定部１１５については、第１の実施の形態で説明し
たので詳細な説明は繰り返さない。
【０１３６】
　第１音量制御部１１１は、ＣチャネルのＡＤ信号を受信した場合、受信したＣチャネル
のＡＤ信号に対し、前述した音量制御処理Ａを行なう。なお、第１音量制御部１１１は、
予め、図７に示される特性線ＤＲＣＬを示すためのデータ（たとえば、関数のデータ）を
記憶しているとする。第１音量制御部１１１は、第１制御済ＡＤ信号を、切替部ＳＷ３へ
送信する。
【０１３７】
　類似判定部１１５は、詳細は後述するが、ＨレベルまたはＬレベルの制御信号ＣＴを、
切替部ＳＷ３および第３音量制御部１１３へ送信する。
【０１３８】
　切替部ＳＷ３は、Ｈレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、受信した第１制御済ＡＤ信
号を、ダウンミックス部１１６へ送信する。また、切替部ＳＷ３は、Ｌレベルの制御信号
ＣＴを受信した場合、受信したＣチャネルのＡＤ信号を、ダウンミックス部１１６へ送信
する。
【０１３９】
　ダウンミックス部１１６は、３チャネル以上のＡＤ信号を、２チャネルのＡＤ信号に変
換（ダウンミックス）する。具体的には、ダウンミックス部１１６は、Ｌチャネル、Ｒチ
ャネル、Ｌｓチャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号と、Ｃチャネルの
ＡＤ信号または第１制御済ＡＤ信号とを使用して、２チャネルのＡＤ信号（ステレオ信号
ＳＴＡ）を生成する。すなわち、ダウンミックス部１１６は、６個のＡＤ信号を、２チャ
ネルのＡＤ信号（ステレオ信号ＳＴＡ）に変換する。ステレオ信号ＳＴＡは、Ｌチャネル
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のＡＤ信号Ｌｄと、ＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄとを含む。
【０１４０】
　ダウンミックス部１１６は、ＡＤ信号ＬｄおよびＡＤ信号Ｒｄを含むステレオ信号ＳＴ
Ａを、第３音量制御部１１３へ送信する。
【０１４１】
　第３音量制御部１１３は、類似判定部１１５からＬレベルの制御信号ＣＴを受信した場
合、受信した２個のＡＤ信号に対し、後述する音量制御処理Ｃを行なう。以下においては
、音量制御処理Ｃが行なわれたＡＤ信号を、第３制御済ＡＤ信号という。
【０１４２】
　第３音量制御部１１３は、Ｌレベルの制御信号ＣＴを受信した場合、２個の第３制御済
ＡＤ信号を、それぞれ、対応する複数のスピーカ（図示せず）へ送信する。第３音量制御
部１１３から出力される２個の第３制御済ＡＤ信号は、それぞれ、図５のＡＤ信号Ｌｄ’
，Ｒｄ’である。すなわち、第３音量制御部１１３は、第３制御済ＡＤ信としてのＡＤ信
号Ｌｄ’，Ｒｄ’を含む２チャネルのＡＤ信号ＳＴＡ’を、スピーカへ送信する。
【０１４３】
　なお、第３音量制御部１１３は、類似判定部１１５からＨレベルの制御信号ＣＴを受信
した場合、受信した２個のＡＤ信号を、そのまま、対応する複数のスピーカ（図示せず）
へ送信する。この場合、第３音量制御部１１３から出力される２個のＡＤ信号は、それぞ
れ、図５のＡＤ信号Ｌｄ’，Ｒｄ’である。すなわち、第３音量制御部１１３は、ＡＤ信
号Ｌｄ’，Ｒｄ’を含む２チャネルのＡＤ信号ＳＴＡ’を、スピーカへ送信する。ＡＤ信
号Ｌｄ’，Ｒｄ’の各々に対応するスピーカは、受信したＡＤ信号の再生音を出力する。
【０１４４】
　（音量制御）
　次に、本実施の形態における、マルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を行なうための処
理（以下、マルチチャネル音量制御処理Ｎという）について説明する。なお、前述したよ
うに、本実施の形態においては、マルチチャネルのＡＤ信号に対し、前述したＤＲＣ処理
が行なわれるとする。
【０１４５】
　図６は、マルチチャネル音量制御処理Ｎのフローチャートである。図６において、図２
のステップ番号と同じステップ番号の処理は、第１の実施の形態で説明した処理と同様な
処理が行なわれるので詳細な説明は繰り返さない。図６に示されるように、マルチチャネ
ル音量制御処理Ｎでは、まず、ステップＳ２１１の処理が行なわれる。
【０１４６】
　ステップＳ２１１では、信号取得処理Ｎが行なわれる。信号取得処理Ｎでは、信号取得
部５０が、外部（例えば、他の回路）からマルチチャネルのＡＤ信号ＭＡを取得する。マ
ルチチャネルのＡＤ信号ＭＡは、Ｌチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、Ｒｓチャネル
、ＬＦＥチャネルおよびＣチャネルのＡＤ信号を含む。
【０１４７】
　信号取得部５０は、取得したＣチャネルのＡＤ信号を、第１音量制御部１１１、切替部
ＳＷ３および類似判定部１１５へ送信する。また、信号取得部５０は、Ｌチャネル、Ｒチ
ャネル、Ｌｓチャネル、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号を、ダウンミック
ス部１１６へ送信する。また、信号取得部５０は、ＬチャネルおよびＲチャネルのＡＤ信
号を類似判定部１１５へ送信する。
【０１４８】
　ステップＳ１１２では、第１の実施の形態で説明したのと同様に、類似判定処理が行な
われるので詳細な説明は繰り返さない。
【０１４９】
　ステップＳ２１３では、切替処理Ｎが行なわれる。切替処理Ｎでは、ＣチャネルのＡＤ
信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両方と類似していないと、類
似判定部１１５により判定された場合、類似判定部１１５は、Ｈレベルの制御信号ＣＴを
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切替部ＳＷ３および第３音量制御部１１３へ送信する。Ｈレベルの制御信号ＣＴは、切替
部ＳＷ３に、第１音量制御部１１１から受信した第１制御済ＡＤ信号を、ダウンミックス
部１１６へ送信させるための信号である。また、第３音量制御部１１３は、Ｈレベルの制
御信号ＣＴを受信した場合、後述する音量制御処理Ｃを行なわない。
【０１５０】
　なお、類似判定部１１５が、Ｈレベルの制御信号ＣＴを切替部ＳＷ３へ送信するのは、
ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両方と類似
していない場合に限定されない。たとえば、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信
号およびＲチャネルのＡＤ信号の少なくとも一方と類似していないと判定された場合に、
類似判定部１１５がＨレベルの制御信号ＣＴを切替部ＳＷ３および第３音量制御部１１３
へ送信してもよい。
【０１５１】
　また、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少
なくとも一方と類似していると、類似判定部１１５により判定された場合、類似判定部１
１５は、Ｌレベルの制御信号ＣＴを切替部ＳＷ３および第３音量制御部１１３へ送信する
。Ｌレベルの制御信号ＣＴは、切替部ＳＷ３に、ＣチャネルのＡＤ信号をダウンミックス
部１１６へ送信させるための信号である。また、第３音量制御部１１３は、Ｌレベルの制
御信号ＣＴを受信した場合、後述する音量制御処理Ｃを行なう。
【０１５２】
　ステップＳ１１５では、第１の実施の形態で説明したのと同様に、音量制御処理Ａが行
なわれるので詳細な説明は繰り返さない。この処理により、第１制御済ＡＤ信号が得られ
る。
【０１５３】
　そして、第１音量制御部１１１は、第１制御済ＡＤ信号としてのＣチャネルのＡＤ信号
を、切替部ＳＷ３へ送信する。
【０１５４】
　ここで、切替部ＳＷ３は、類似判定部１１５からＨレベルの制御信号ＣＴを受信してい
るとする。この場合、切替部ＳＷ３は、受信した第１制御済ＡＤ信号としてのＣチャネル
のＡＤ信号を、ダウンミックス部１１６へ送信する。
【０１５５】
　ステップＳ２１４では、第１の実施の形態で説明したのと同様に、２つの信号が類似し
ていないか否かが判定される。具体的には、類似判定部１１５が、ＣチャネルのＡＤ信号
がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両方と類似していないと判定され
たか否かを判定する。ステップＳ２１４の処理は、図２のステップＳ１１４の処理と同様
なので詳細な説明は繰り返さない。ステップＳ２１４において、ＹＥＳならば、処理はス
テップＳ２１６に移行する。一方、ステップＳ２１４において、ＮＯならば、処理は後述
するステップＳ２１６Ｎに移行する。
【０１５６】
　ステップＳ２１６では、ダウンミックス処理ＮＡが行なわれる。ダウンミックス処理Ｎ
Ａでは、ダウンミックス部１１６が、受信したＬチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル、
ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号と、第１制御済ＡＤ信号としてのＣチャネ
ルのＡＤ信号とを使用して、２チャネルのＡＤ信号（ステレオ信号ＳＴＡ）を生成する。
すなわち、６チャネルのＡＤ信号を、ダウンミックス処理により、２チャネルのＡＤ信号
に変換する。
【０１５７】
　なお、ダウンミックス処理は、音声処理における一般的な技術であるので詳細な説明は
行なわない。ステレオ信号ＳＴＡは、ＬチャネルのＡＤ信号Ｌｄと、ＲチャネルのＡＤ信
号Ｒｄとを含む。
【０１５８】
　そして、ダウンミックス部１１６は、ＡＤ信号ＬｄおよびＡＤ信号Ｒｄを含むステレオ
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信号ＳＴＡを、第３音量制御部１１３へ送信する。
【０１５９】
　ここで、第３音量制御部１１３は、類似判定部１１５からＨレベルの制御信号ＣＴを受
信しているとする。
【０１６０】
　ステップＳ２１７では、信号出力処理Ｎが行なわれる。信号出力処理Ｎでは、第３音量
制御部１１３が、受信した２個のＡＤ信号を、そのまま、対応する複数のスピーカ（図示
せず）へ送信する。この場合、第３音量制御部１１３から出力される２個のＡＤ信号は、
それぞれ、図５のＡＤ信号Ｌｄ’，Ｒｄ’である。
【０１６１】
　ＬチャネルのＡＤ信号Ｌｄ’およびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄ’の各々に対応するスピ
ーカは、受信したＡＤ信号（ＡＤ信号Ｌｄ’，ＡＤ信Ｌｄ’）の再生音を出力する。
【０１６２】
　そして、このマルチチャネル音量制御処理Ｎは終了する。
【０１６３】
　次に、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少
なくとも一方と類似していると判定された場合の処理について説明する。この場合、図６
のステップＳ２１４でＮＯと判定され、ステップＳ２１６Ｎの処理が行なわれる。この場
合、切替部ＳＷ３は、前述の処理により、ＣチャネルのＡＤ信号およびＬレベルの制御信
号ＣＴを受信している。この場合、切替部ＳＷ３は、ＣチャネルのＡＤ信号をダウンミッ
クス部１１６へ送信する。
【０１６４】
　ステップＳ２１６Ｎでは、ダウンミックス処理ＮＢが行なわれる。ダウンミックス処理
ＮＢでは、ダウンミックス部１１６が、受信したＬチャネル、Ｒチャネル、Ｌｓチャネル
、ＲｓチャネルおよびＬＦＥチャネルのＡＤ信号と、ＣチャネルのＡＤ信号とを使用して
、２チャネルのＡＤ信号（ステレオ信号ＳＴＡ）を生成する。すなわち、６チャネルのＡ
Ｄ信号を、ダウンミックス処理により、２チャネルのＡＤ信号に変換する。なお、ダウン
ミックス処理ＮＢにおける処理は、ダウンミックス処理ＮＡと同様なので詳細な説明は繰
り返さない。この処理により、ＡＤ信号ＬｄおよびＡＤ信号Ｒｄを含むステレオ信号ＳＴ
Ａが、第３音量制御部１１３へ送信される。
【０１６５】
　ここで、第３音量制御部１１３は、類似判定部１１５からＬレベルの制御信号ＣＴを受
信しているとする。
【０１６６】
　ステップＳ２１７Ｎでは、音量制御処理Ｃが行なわれる。音量制御処理Ｃでは、Ｌチャ
ネルのＡＤ信号ＬｄおよびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄの入力信号レベルを変更する。具体
的には、図２のステップＳ１１６の音量制御処理Ｂと同様に、第３音量制御部１１３が、
ＬチャネルのＡＤ信号ＬｄおよびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄの入力信号レベルを変更する
。ＬチャネルのＡＤ信号ＬｄおよびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄの入力信号レベルを変更す
るための処理は、音量制御処理Ｂと同様なので詳細な説明は繰り返さない。すなわち、Ｌ
チャネルのＡＤ信号ＬｄおよびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄは、共通の音量制御が行なわれ
る。前述したように、音量制御処理Ｃが行なわれたＡＤ信号は、第３制御済ＡＤ信号であ
る。
【０１６７】
　そして、第３音量制御部１１３は、第３制御済ＡＤ信号である、ＬチャネルのＡＤ信号
Ｌｄ’およびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄ’を、それぞれ、対応する２つのスピーカ（図示
せず）へ送信する。ＬチャネルのＡＤ信号Ｌｄ’およびＲチャネルのＡＤ信号Ｒｄ’の各
々に対応するスピーカは、受信したＡＤ信号（ＡＤ信号Ｌｄ’，ＡＤ信Ｌｄ’）の再生音
を出力する。
【０１６８】
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　以上説明したように、本実施の形態によれば、マルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を
行なう場合、ＣチャネルのＡＤ信号が他のチャネルのＡＤ信号と類似していない場合、た
とえば、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の両
方と類似していない場合、ダウンミックス部１１６により出力される２チャネルのＡＤ信
号は、他のチャネルのＡＤ信号と、独立して音量制御された第１制御済ＡＤ信号とを使用
して生成された信号である。
【０１６９】
　そして、第３音量制御部１１３は、２チャネルのＡＤ信号に対し音量制御することなく
、２チャネルのＡＤ信号を、対応するスピーカへ出力される。
【０１７０】
　すなわち、ＣチャネルのＡＤ信号と、他のチャネルのＡＤ信号とが類似していない場合
、出力される２チャネルのＡＤ信号は、他のチャネルのＡＤ信号と、独立して音量制御さ
れた第１制御済ＡＤ信号とを使用して生成された信号である。そのため、２チャネルのＡ
Ｄ信号の再生時における、第１制御済ＡＤ信号の再生音の聞き取りやすさ、すなわち、再
生音の音質を向上させることができる。
【０１７１】
　また、ＣチャネルのＡＤ信号が他のチャネルのＡＤ信号と類似している場合、たとえば
、ＣチャネルのＡＤ信号がＬチャネルのＡＤ信号およびＲチャネルのＡＤ信号の少なくと
も一方と類似している場合、音量制御されてないＣチャネルのＡＤ信号が、ダウンミック
ス部１１６へ送信される。音量制御されてない複数のＡＤ信号は、ダウンミックス部１１
６により、２チャネルのＡＤ信号に変換される。そして、第３音量制御部１１３は、２チ
ャネルのＡＤ信号に対し、共通の音量制御を行なう。第３音量制御部１１３は、共通の音
量制御を行なった２チャネルの第３制御済ＡＤ信号を出力する。
【０１７２】
　そのため、２チャネルの第３制御済ＡＤ信号の再生時における、各チャネルのオーディ
オ信号の再生音の音場バランスを維持することができる。すなわち、各チャネルのオーデ
ィオ信号の再生音の音質の劣化を防ぐことができる。すなわち、各チャネルのオーディオ
信号の再生音の音質を向上させることができる。
【０１７３】
　すなわち、本実施の形態によれば、マルチチャネルのＡＤ信号の音量制御を行なう場合
、各チャネルのＡＤ信号の音響特性に合わせたダイナミックレンジ制御（音量制御）を行
なう。これにより、異なる性質のＡＤ信号の音響特性に適応して、最適な音量制御を行な
うことができる。したがって、各チャネルのＡＤ信号の再生音の聞き取りやすさ、すなわ
ち、再生音の音質と、各チャネルのＡＤ信号の再生音の音質とを向上することができる。
【０１７４】
　特に、ＣチャネルのＡＤ信号に含まれるスピーチ信号が、ダウンミックス処理により、
他のチャネルのＡＤ信号の再生音により聞き取りにくくなることを防ぐことができる。ま
た、ダウンミックス処理による、２チャネルのＡＤ信号（ステレオ信号）の生成において
、各チャネルのＡＤ信号の混合比バランスの崩れによる音質劣化を防止する効果が得られ
る。
【０１７５】
　ここで、ダウンミックスによるステレオ信号の出力を前提とする装置において、例えば
、第１の実施の形態のオーディオ信号処理装置１０００の構成を使用して、マルチチャネ
ルのＡＤ信号の音量制御を行なった後に、ダウンミックスによりステレオ信号を生成する
とする。このような処理を行なうオーディオ信号処理装置（以下、オーディオ信号処理装
置Ｄという）の場合、図１の第２音量制御部１１２は、６チャネルのＡＤ信号の音量制御
を行なう必要がある。
【０１７６】
　一方、本実施の形態におけるオーディオ信号処理装置１０００Ａでは、第１音量制御部
１１１が１チャネルのＡＤ信号の音量制御を行ない、所定条件（２つの信号が類似すると
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いう条件）が満たされた場合のみ第３音量制御部１１３が２チャネルのＡＤ信号の音量制
御を行なう。
【０１７７】
　すなわち、本実施の形態におけるオーディオ信号処理装置１０００Ａでは、６チャネル
のＡＤ信号の音量制御を行なう上記のオーディオ信号処理装置Ｄより、音量制御にかかわ
る処理量を削減することができる。すなわち、少ない処理量で、ダウンミックス処理によ
り生成されるステレオ信号の再生音の聞き取りやすさと、当該再生音の音質とを向上する
ことができる。
【０１７８】
　なお、本実施の形態の図６のマルチチャネル音量制御処理Ｎにおいて、ステップＳ１１
２の代わりに、図３のステップＳ１１２Ａ（類似判定処理Ａ）または図４のステップＳ１
１２Ｂ（類似判定処理Ｂ）が行なわれてもよい。
【０１７９】
　（その他）
　（１）上記の各装置（オーディオ信号処理装置１０００またはオーディオ信号処理装置
１０００Ａ）は、具体的には、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスクユ
ニット、ディスプレイユニット、キーボード、マウスなどから構成されるコンピュータシ
ステムである。
【０１８０】
　ＲＡＭまたはハードディスクユニットには、コンピュータプログラムが記憶されている
。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムにしたがって動作することにより、オ
ーディオ信号処理装置１０００またはオーディオ信号処理装置１０００Ａは、前述した処
理を行なうための機能を達成する。ここでコンピュータプログラムは、所定の機能を達成
するために、コンピュータに対する指令を示す命令コードが複数個組み合わされて構成さ
れたものである。
【０１８１】
　（２）上記の各装置を構成する構成要素の一部または全部は、１個のシステムＬＳＩ（
Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ：大規模集積回路）で構成されていて
もよい。システムＬＳＩは、複数の構成部を１個のチップ上に集積して製造された超多機
能ＬＳＩである。具体的には、システムＬＳＩは、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭ
などから構成されるコンピュータシステムである。ＲＡＭには、コンピュータプログラム
が記憶されている。マイクロプロセッサが、コンピュータプログラムにしたがって動作す
ることにより、システムＬＳＩは、その機能を達成する。
【０１８２】
　（３）上記の各装置を構成する構成要素の一部または全部は、各装置に脱着可能なＩＣ
カードまたは単体のモジュールから構成されてもよい。ＩＣカードまたはモジュールは、
マイクロプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどから構成されるコンピュータシステムである。
ＩＣカードまたはモジュールは、上記の超多機能ＬＳＩを含んでもよい。マイクロプロセ
ッサが、コンピュータプログラムにしたがって動作することにより、ＩＣカードまたはモ
ジュールは、その機能を達成する。このＩＣカードまたはこのモジュールは、耐タンパ性
を有するとしてもよい。
【０１８３】
　（４）本発明は、上記に示した処理を行なうための方法としてもよい。また、本発明は
、これらの方法をコンピュータにより実現するコンピュータプログラムとしてもよいし、
コンピュータプログラムからなるディジタル信号であるとしてもよい。
【０１８４】
　また、本発明は、コンピュータプログラムまたはディジタル信号をコンピュータ読み取
り可能な記録媒体、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、Ｍ
Ｏ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）、半
導体メモリなどに記録したものとしてもよい。また、本発明は、これらの記録媒体に記録
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【０１８５】
　また、本発明は、コンピュータプログラムまたはディジタル信号を、電気通信回線、無
線または有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク、データ放送等を経由
して伝送するものとしてもよい。
【０１８６】
　また、本発明は、マイクロプロセッサとメモリを備えたコンピュータシステムであって
、メモリは、コンピュータプログラムを記憶しており、マイクロプロセッサは、コンピュ
ータプログラムにしたがって動作するとしてもよい。
【０１８７】
　また、本発明は、プログラムまたはディジタル信号を記録媒体に記録して移送すること
により、またはプログラムまたはディジタル信号をネットワーク等を経由して移送するこ
とにより、独立した他のコンピュータシステムにより実施するとしてもよい。
【０１８８】
　（５）本発明は、上記実施の形態及び上記変形例をそれぞれ組み合わせた発明としても
よい。
【０１８９】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【産業上の利用可能性】
【０１９０】
　本発明のオーディオ信号処理装置は、テレビおよびラジオ受信機、コンパクトディスク
および半導体メモリを含む音楽再生装置、ＤＶＤおよびブルーレイディスクを含む映像音
響再生装置等において使用可能である。また、本発明は、マルチチャネルのオーディオ信
号を再生する場合において、オーディオ信号の音響特性に適応して最適なダイナミックレ
ンジ制御を行うことにより、音質と音声の聴き取りやすさとを向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１９１】
【図１】本実施の形態におけるオーディオ信号処理装置の構成を示すブロック図である。
【図２】マルチチャネル音量制御処理のフローチャートである。
【図３】マルチチャネル音量制御処理Ａのフローチャートである。
【図４】マルチチャネル音量制御処理Ｂのフローチャートである。
【図５】本実施の形態におけるオーディオ信号処理装置の構成を示すブロック図である。
【図６】マルチチャネル音量制御処理Ｎのフローチャートである。
【図７】ＤＲＣ処理の原理を示す図である。
【符号の説明】
【０１９２】
５０　信号取得部
１００，１００Ａ　音量制御部
１１１　第１音量制御部
１１２　第２音量制御部
１１３　第３音量制御部
１１５　類似判定部
１１６　ダウンミックス部
１０００，１０００Ａ　オーディオ信号処理装置



(27) JP 2010-136236 A 2010.6.17

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(28) JP 2010-136236 A 2010.6.17

【図５】 【図６】

【図７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

